
平成１５年７月１日現在
団　体　名 代　表　者
所　在　地 所管部(局）課

Ｅ-mailアドレス

基本財産 317,930 千円 設立年月日
出資順位 出資率
1 116,400 千円 36.6%
2 30,000 千円 9.4%
3 35,602 千円 11.2%
4 135,928 千円 42.8%
5 千円

その他 団体 千円

[組　織］
斜字は，県関係者で内数（ＯＢを含む）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 13年度 14年度 15年度
　　 1 　 　 1

58 57 61 　 　 　
　 　　 　 　 　 　

3 3 3 　 　 　
計 61 60 65 1

管理職 1 1 1 1 1 　
一般職 1 1 1 1 1 1
臨時職員 1 1 1
嘱託職員 　 　　 　
計 3 3 3 2 2 1

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代以上 合計 平均年齢 平均勤続年数

　 1 1 2 ５３歳　　月 年１０　　月
[収支等の状況] 単位：千円

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度
事業収入 13,247 11,255 13,387 13,113 12,859
事業外収入 50,596 47,528 49,347 50,033 52,306

63,843 58,783 62,734 63,146 65,165
事業支出 39,139 32,123 33,890 40,249 35,804
事業外支出 25,615 25,467 25,565 25,314 27,489

64,754 57,590 59,455 65,563 63,293
うち管理費 25,615 25,467 25,565 25,314 27,489
うち人件費 18,552 18,965 19,172 18,380 19,322

△ 911 1,193 3,279 △ 2,417 1,872
5,051 855 260
498 438 349

△ 911 1,193 7,832 △ 2,000 1,783
323,130 322,219 323,412 331,244 329,244
322,219 323,412 331,244 329,244 331,027

資産 325,207 326,069 332,198 330,602 332,487
　　流動資産　 7,277 8,139 10,533 8,117 9,988
　　固定資産　 317,930 317,930 321,665 322,485 322,499
負債 2,988 2,657 954 1,358 1,460
　　流動負債　

うち短期借入金
　　固定負債　 2,988 2,657 954 1,358 1,460

うち長期借入金
正味財産 322,219 323,412 331,244 329,244 331,027
補助金 22,887 23,138 22,776 23,027 26,236
委託金 4,785 1,801 1,740 1,745 1,674
貸付金
　 計 27,672 24,939 24,516 24,772 27,910
財政的関与の割合（％） 39 39 43
損失補償・債務保証

ｔｔｎ２ｙｘｒ２em＠mx9.ttcn.ne.jpホームページＵＲＬ

常勤監事

主　　な
出資者

設立目的

事業内容

７月１日現在の人数

昭和２２年１２月３１日

（１）消防防災思想の啓発普及　（２）消防団の活性化　（３）消防防災知識の教育指導　　（４）大会開
催  （５）消防関係者の福利厚生　　（６）会議の開催

非常勤監事

常勤理事
非常勤理事

財的関与
状　　況

財産の
状　況

当期常勤職員の年齢構成

役　員

区　　　　　　　分

職　員

収支の
状　況

出資法人等経営評価書(公益法人会計用）

財団法人茨城県消防協会
水戸市千波町１９１８番地

会長　本澤　昭治
生活環境部消防防災課

出　資　額出　　資　　者　　名
県出損金
市町村
消防団員等

消防団員・職員の福利厚生、消防施設の改善、消防活動の強化等を図るとともに、消防思想を普及徹
底し、以って社会の災厄を防止し、人類共同の福祉増進に寄与することを目的とする。

企業団体等
　

期末正味財産

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産

収入合計

支出合計

当期収支差額
正味財産増加額(当期収支差額を除く。）

正味財産減少額(　　　　　　〃　　　 　　　）
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12年度 13年度 14年度 評点

1 経営基本方針の策定 経営基本方針の策定 -2

2 中長期経営計画の策定 （経営改善計画：平成　　～　　年度） -2

3 年次事業計画の策定 具体的な目標設定 0

4 年次計画・実績の差異分析 計画未達成の原因分析と対策 -2

1 事業の意義 事業の必要性の検証 2

2 事業の効果 （評価の指標：　　　　　　　　　　） 1

3 顧客満足度の把握 （調査方法：　　　　　　　　　　　　） -2

④ 目標達成度 ％ 実績値÷目標値×100      

5 収益事業比率 ％ 収益事業の事業費÷全事業費×100 　 　 　 2

1 人員構成 役員・職員の構成，年代構成の適正化 0

2 職員の動機付け体制 組織の各職員の目標・成果に対する評価 2

3 業務チェック機能の充実度 業務遂行における組織のチェック機能 2

4 情報の公開性 事業活動内容・財務の公開状況 0

1 収支比率 ％ 事業支出÷事業収入×100 307 253 278 -2

② 正味財産増減額 千円 7,832 △ 2,000 1,783 0

③ 流動比率 ％ 流動資産÷流動負債×100 流動負債なし 流動負債なし 流動負債なし 2

④ 自己資本比率 ％ 正味財産÷総資本×100 104 104 104 0

5 総資本利益率 ％ 正味財産増加額÷総資本×100 2 0 0 0

⑥ 借入金依存度 ％ 借入金÷総資本×100 0 0 0 2

⑦ 借入金返済能力 年
借入金残高÷(当期正味財産増加
額＋償却費＋引当金・積立金） 2

8 補助金収入依存度 ％ 補助金収入÷収入合計×100 36 37 40 -1

9 受託事業の再委託度 ％ 受託事業の外部委託費÷受託事業費×100 　 　 　 2

⑩ 土地の含み損益  2

11 資金の運用  1

1 職員１人当たり管理費 千円 管理費÷職員数 7,828 8,438 9,163 -1

2 人件費比率 ％ 人件費÷収入合計×100 31 29 30 0

3 職員１人当たり事業収入 千円 事業収入÷職員数 4,462 4,371 4,286 -1

4 職員１人当たり正味財産増加額 千円 正味財産増加額÷職員数 594 　 2,610 -2

5 役員人件費比率 ％ 役員人件費÷人件費×100 　 　 　  

6 （施設管理運営型）施設等利用率 ％ 施設等利用延人数÷施設等延定員数×100 　 　 　  

7‐1 （施設管理運営型）･職員1人当たり施設等利用人数 人 施設等利用延人数÷職員数 　 　 　  

7‐2 （建設製造販売型）職員1人当たり建設・製造・販売実績 件 建設・製造・販売実績÷職員数 　 　 　  

7‐3 (役務提供型)･職員１人当たり役務提供実績 件 役務提供実績÷職員数  

7‐4 （金融サービス型）･職員1人当たり貸付等取扱件数 件 貸付等取扱件数÷職員数  

8 使用料の減免等 （使用料の減免額：　　　　　　　　　　　千円） 2

9 管理費削減工夫度 削減目標の設定及び成果 2

公益法人会計用

効

率

性

目
的
適
合
性

[評価指標]

計
画
性

組
織
運
営
の
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正
性

財団法人茨城県消防協会

健

全

性
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評点集計
評価の視点 評価項目数 評点 満点 得点率
計画性 4 -6 8 -75.0%
目的適合性 4 5 10 50.0% 警戒指標
組織運営の適正性 4 4 8 50.0%
健全性 11 13 40 32.5%
効率性 6 -4 20 -20.0%
合　　計 29 12 86 14.0%

[経営概況，経営上の課題・対策等]

記載者職氏名

代表者への説明（年月日及び説明時の指示等）

財団法人茨城県消防協会
公益法人会計用

効率的な事務処理等
により管理費の圧縮に
努める等、事務事業の
見直しを積極的に進め
る。

当協会では、消防団
員確保のために活性
化事業として①地域
交流事業助成②支部
交流事業助成等を
行っており、今後もこ
れらの事業を充実さ
せる他、女性消防団
結成促進事業等も検
討するなど、財源の
有効な活用に努めて
いる。

 

今後の事業展開の方向

消防団員確保のための活性化事業としての地域交流事業助成事業等を充実させ、より
一層消防活動の強化を図る。

平成１５年７月７日会長へ説明　特に指示事項なし。

　専務理事兼事務局長　高畑　廣

計画性 効率性目的適合性
事務局に常勤職員
が２名いるが、消防
団員の確保のため
に、活性化事業とし
て①地域交流事業
②支部交流事業助
成等を行っており今
後もこれらの事業
の内容を充実させ
ることからも職員の
増を行い、より一層
の充実を図る。

組織運営の適正性
近年の消防団員の減少
及び高齢化により、消防
力の低下が懸念されて
いる。このため消防団の
活性化を図る必要があ
り、これらの事業を充実
させるため、年次計画等
の見直しを図る。

近年の消防団員の
減少及び高齢化に
より消防力の低下
が懸念されている。
このため消防団の
活性化を図る必要
があり、これらの事
業を充実させるため
更なる事業の効果
を図る。

健全性

経営評価レーダーチャート

-4

-3

-2

-1

0

1

2
中長期計画の策定

年次計画・実績の差異分析

事業の効果

目標達成度

人員構成

業務チェック機能の充実度

情報の公開性

正味財産増減額流動比率

自己資本比率

総資本利益率

借入金依存度

職員１人当たり管理費

人件費比率

職員1人当たり正味財産増加額

計画性

目的適合性

健全性

効率性

組織運営の適正性

-4
-3
-2
-1
0
1
2
良好

やや良い

標準・横這い懸念あり

改善を要する

凡例

3



[所管課意見]

［経営評価チームの意見］

概ね良好 改善の余地がある 緊急の改善が必要

効率性健全性

管理費の圧縮等事務
事業の見直しを積極
的に努められたい。

健全性 効率性目的適合性 組織運営の適正性計画性

財団法人茨城県消防協会

計画性

総合的所見等

目的適合性 組織運営の適正性
実施事業の必要性やそ
の効果について検討し、
随時見直しを図ることに
より事業活動内容を改
善していくことが可能と
なることから，経営基本
方針及び中長期経営計
画を策定する必要があ
る。

中長期的な展望の
下，設立目的に適
合した事業実施をさ
れたい。

県の人的・財的援
助が多い。
人材育成をするな
ど組織体制を強化
し，自律的な運営を
目指す必要があ
る。

中長期計画を策定し、長期的な展望の下，設立目的により適合した事業実施をされた
い。

基本財産の運用収入
及び県補助金の減額
等が予想されるが、
中長期経営計画の中
で将来的な財政収支
について検討する必
要がある。

事業費及び管理費の
内容を見直し、削減に
努められたい。

総合的所見等

効果的な事業の実施及び健全な組織運営のため、中長期計画を策定し、長期的視点
に立った具体的な事務事業の見直しに努められたい。

　

効率的かつ効果的な事
業実施及び組織運営を
今後も継続していくた
め、中長期計画の策定
が望まれる。

事業効果をより高め
るため、中長期計画
に基づき事務事業
の見直しを図られた
い。

平成１５年度から常
勤役員が配置され
た。引き続き、諸規
程に基づく適正な
組織運営に努めら
れたい。

基本財産の運用収入
及び県補助金等の減
額を見込み、長期的
な健全性を確保する
ため、収支両面から
の見直しを図られた
い。
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